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浜崖後退抑止工の設計手順 

１）断面諸元（袋材周長・充填率） 
２）波力安定性 

サンドパック
諸元の設定 

１）自立性照査 
２）根入れ照査 
３）修復性照査 
４）斜面安定性照査 
５）浜崖後退量照査 
６）吸い出し照査 

浜崖後退抑止工 
断面形状の設定 

平面形状の設定 １）施工端照査 



サンドパック断面諸元の設定 

充填率の定義 
【解説】断面形状が真円となった時を充填率100%と定義

し、このときの断面積に対する断面積の比率をもって充
填率と定義する。 
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サンドパック断面諸元の設定 

チューブ型形状の算定の留意点 
【解説】充填率の算定や管理のためには形状を楕円とし
てはならず、Namiasの式を直接解いたものか近似式で
算出した形状を仮定しなければならない。 

Namiasの式 
による形状 

楕円仮定 
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サンドパック断面諸元の設定 

充填率と安定性の関係 
充填率は、抵抗力を最大限に発揮する
充填率許容範囲（65～80％）内とする。 
・この範囲の厳しい率で照査（設計者） 
・  〃  を実現できる施工方法（メーカー） 
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波力安定性の照査 

計画波浪以下の波浪に対して単体重量がサンドパック
の設置場（法肩、斜面）に応じた必要重量以上であるこ
とを照査することを標準とする。 

部位による被災 
・法肩：転動（越波時） 
・斜面：引き抜け 
 
照査方法 
・水理模型実験 
・力学的照査 
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波力安定性の照査 

水理模型実験に基づく必要重量算定 
１）波高－必要重量関係式に基づく重量算定法 
２）波浪と海浜断面を再現した縮小模型実験による確認 
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波力安定性の照査 

沖合への流出を防ぐ大きさ 
【解説】飛散後のサンドパックが海中に引き込まれない
性能３を求められる場合には、戻り流れの流体力による
滑動および転動に対する安定性を力学的照査あるいは
水理模型実験によって照査する。 

【解説】設置条件や充填率が
西湘海岸や宮崎海岸の実験
よりも厳しくないことが確認で
きれば、厚さ1.5m以上とする

ことをもって水理模型実験に
よる照査を行ったとみなすこ
とができる。 

遡上・ 下り流れ

(a) 中詰め材の移動前 (b) 中詰め材の移動後

遡上・ 下り流れ

上下のサンド パッ ク
との接触面 接触面が減少

流体力の作用面 作用面が増大

中詰め材
の移動

端部の揺動→引き抜け 
→沖合流失 
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